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イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
再
考

,,_Lo 

呂

崎

章

は

じ

め

に

「
ミ

O

六
d

し

ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ハ
l

の
『
ア
フ
リ
カ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代

一
つ
の
転
換
点
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
主
義
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
「
周
辺
」
に
も
と
め
た
同
書
は
、
折
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
と
も
あ
い
ま
っ
て
)
一
九
六

O
、

(
2
)
 

七
0

年
代
に
お
け
る
地
域
史
研
究
の
隆
盛
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
で
に
、
そ
の
一
年
前
に
、
一

J

・
s

・
ガ
ル
プ
レ
イ

ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
膨
張
の
要
因
と
し
て
「
荒
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
あ
げ
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ

(
3
)
 

る
「
サ
ブ
・
イ
ン
ペ
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
や
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
l

ル
の
「
プ
ロ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
発
見
が
、
ア
フ
リ
カ
史
研
究
者
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
の
は
想
像
に
難
く

一
九
八
0

年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
の
開
か
ら
、
帝
国
史
研
兜
の
現
状
を
憂
う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
史
に
お
い
て
、

(
1
)
 

の
人
々
』
(
一
九
六
一
年
)
は
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
、

51 

し
か
し
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る

一
九
八
二
年
に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ジ
i

ザ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
・
フ
エ
ロ
l

就
任
講
義
に
お
い
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ィ
l

ル

ド
ハ
ウ
ス
は

l
l

彼
自
ら
も

一
九
七
0
年
代
に
「
周
辺
」
理
論
を
唱
え
て
い
た
が
!
i

当
時
の
帝
国
史
を
「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ

(
4
)
 

地
域
史
研
究
の
隆
盛
が
歴
史
の
断
片
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
年
後
に
は
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ス
マ
ッ
ツ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
史
教
授
就
任
講
義
に
お
い
て
、D
・

A
-

ロ
ウ
が
、
ジ
ョ
ン

γシ
l

リ

l

の
『
イ
ン
グ

旧
植
民
地
諸
国
の
歴
史
に
お
け
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
収
縮
」
に
言
及
し
て
、
「
周
辺
」
理
論
が
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
本
国
イ
ギ
リ
ス
日

テ
イ
」
に
た
と
え
て
、

ラ
ン
ド
の
膨
張
』
を
も
じ
っ
て
、

「
現
地
の
危
機
」
に
巻
き
込
ま
れ
た
「
不
本
意
な
帝
国
(
主
義
者
こ
を
描
く
こ
と
で
、

(5) 

「
帝
国
の
フ
ァ
ク
タ
ー
」
を
取
り
除
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
、

こ
の
よ
う
な
ハ
ン
ブ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
的
な
帝
国
史
を
再
び
統
合
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
再
度
膨
張
さ
せ
て
帝
国
の
巻
き
返
し
を

(
6
)
 

は
か
っ
た
の
が
、
ピ
l

タ
l

・
ケ
イ
ン
と
ア
ン
ソ
ニ

l

・
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
』
(
一
九
九
三
年
)
で
あ
る
と
い
う

の
が
、
今
で
は
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
「
中
心
」
と
「
周
辺
」
の
み
な
ら
ず
、
一
八
、
一
九
、
二

O
世
紀
を
有
機
的
に
結
合
し
、
帝
国

の
心
臓
部
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
を
再
確
立
し
た
同
書
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
帝
国
の
逆

襲
」
と
い
わ
れ
て
い
る
(
ち
な
み
に
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
の
ロ
ン
ド
ン
中
心
的
な
解
釈
は
、
一
九
九0
年
代
の
E
U

統
合

(
7一
)

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
主
義
を
背
景
と
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
逆
襲
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
)
。
最
近
の
論
文
の
冒
頭

で
、
帝
国
主
義
を
「
あ
る
国
・
地
域
を
、
別
の
国
家
の
政
治
・
経
済
・
文
化
シ
ス
テ
ム
に
同
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
持
続
的
な
力
」
と
定

(
8
)
 

義
し
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
l

ウ
ィ
ン
も
、
同
書
を
「
帝
国
衰
退
と
い
う
お
お
げ
さ
な
風
説
に
対
す
る
歓
迎
す
べ
き
修
正
」
と
評
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
帝
国
史
研
究
史
、
お
よ
び
再
構
築
さ
れ
た
帝
国
史
は
、
今
日
、
多
く
の
研
究
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。



帝
国
史
の
再
構
築

な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
再
構
築
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
主
唱
者
と
も
い
え
る
ア
ン
ソ
ニ
l

・
ホ
プ
キ
ン
ズ
の

言
説
を
み
て
い
く
。

イギリス帝国史再考

一
九
九
七
年
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ス
マ
ッ
ツ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
史
教
授
就
任
講
義
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
論
文
「
パ
ッ
ク
・

ト
ゥ
!
・
ザ
・
フ
ュ
l

チ
ャ
ー
ー
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
帝
国
史
へ
|
|
」
(
一
九
九
九
年
)
の
な
か
で
、
ホ
プ
キ
ン
ズ

は
、
ポ
ス
ト
帝
国
の
世
紀
末
に
危
倶
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
今
日
、
研
究
者
の
目
は
、
帝
国
の
後
を
継
い
だ
国
家
の
歴
史
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。
か
つ
て
の
中
心
イ
ギ
リ
ス
か
ら
世
界
を
眺
め
る
こ
と
は
、
時
代
錯
誤
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
会
盛

の
時
代
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
と
人
種
差
別
を
助
長
す
る
と
み
な
さ
れ
る
。
歴
史
学
の
な
か
で
、
帝
国
史
研

究
者
は
、
か
つ
て
の
地
位
を
失
っ
て
い
る
。
一
方
、
地
域
史
研
究
者
は
、
強
大
な
知
の
砦
を
築
き
あ
げ
、
よ
り
広
い
統
一
体
に
組
み
込

ま
れ
る
の
を
拒
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
書
く
こ
と
に
専
念
し
、
そ
の
結
果
、
期
辺
は
、
中
心
か
ら
分
離

(9) 

す
る
の
み
な
ら
ず
、
互
い
に
没
交
渉
に
な
っ
て
い
る
。
一

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
帝
国
史
研
究
者
は
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
一
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
過
去

(
H帝
国
)
と
現
在
(
H国
民
国
家
の
危
機
、
お
よ
び
グ
ロ
l

パ
リ
ズ
ム
)
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。
巨
大
な
多
人
種
・
多
民
族
集

合
体
で
あ
る
帝
国
は
、
現
在
国
民
国
家
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
克
服
す
る
糸
口
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
他
の
帝
国
以
上
に
世
界
に

浸
透
し
、
世
界
を
統
合
し
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
今
日
の
グ
ロl
パ
リ
ズ
ム
の
さ
き
が
け
で
あ
り
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
役
立

つ
事
例
を
提
供
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
的
意
義
を
獲
得
す
る
こ
と
で
帝
国
史
が
再
活
性
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で

53 
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(
日
)

マ
ル
チ
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
強
大
な
帝
国
が
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
一
九
九
八i
九
九
年
)
も
、
こ
う
し
た
動
き
を
反
映

し
て
い
る
。
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
』
よ
り
も
さ
ら
に
時
代
を
遡
っ
て
一
七
世
紀
も
包
括
し
、
中
心
と
周
辺
を
有
機
的
に
結
合
す
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
・
文
化
と
い
う
範
曙
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
を
研
究
テ

l

マ
と
し
て
取
り
入
れ
た
同
シ
リ
ー
ズ
か
ら
は
、
ポ
ス

ト
帝
国
の
時
代
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
帝
国
史
研
究
者
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
編
集
主
幹
が
、
テ
キ
サ
ス
大

最
近
刊
行
さ
れ
た
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
』
シ
リ
ー
ズ

学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ジ
ャ
i

・
ル
イ
ス
で

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、

ロ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
と
と
も
に

ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
人
文
科

学
財
団
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
す
れ
ば
、
ほ
ぽ
一
世
紀
前
の
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
再
来
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
あ
き
ら
か
に
力
関
係
は
逆
転
し
て
い
る
。
合
衆
国
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
帝
国
主
義
に
敏
感
な
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
が
い
な
い
わ
け

(
日
)
(
ロ
)

で
は
な
い
が
、
ル
イ
ス
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
ア
メ
リ
カ
の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、

今
日
の
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
者
が
、

ア
メ
リ
カ
の
力
を
借
り
て
で
も
、
帝
国
史
研
究
を
存
続
さ
せ
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
再
構
築
は
、
同
時
に
、
国
民
国
家
批
判
を
意
味
す
る
。
ホ
プ
キ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、

か
つ
て
帝
国
の
正
当
な
後
継
者

と
考
え
ら
れ
た
国
民
国
家
は
、
現
在
、
政
治
的
安
定
や
経
済
的
発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
ユ

l

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ
は
も
と
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
合
衆
国
の
よ
う
な
固
さ
え
も
、
地
域
主
義
や
多
文
化
社
会
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
民
国
家
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
世
界
規
模
の
環
境
問
題
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
無
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

国
民
国
家
が
生
み
だ
す
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
(
一
国
史
)
が
、
「
知
の
砦
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァl
が
一
不
す
よ
う
に
、
排
外
的
、

ロ
シ
ド
ン
中
心
的
な
、

一
方
で
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
自
ら
が
、

ス
コ

狭
量
的
な
歴
史
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。



ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

一
九
六
0
1
七
0
年
代
の
帝
国
史
研
究
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
。
そ
の

そ
の
よ
う
な
言
葉
を
用
い
て
お
ら
ず
、
た

ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ギ
ャ
ラ
ハ
l

は
、

ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
l

ル
ズ
が
み
え
な
い
イ
ギ
リ
ス
史
を
提
示
し
て
い
る
の
は
な
ん
と
も
皮
肉
で
あ
るP

一
例
が
、
「
周
辺
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

一
前

史国帝スギィ
・
易
帝
国
主
義
が
生
み
だ
し
た
「
非
公
式
帝
国
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
な
概
念
ゆ
え
に
、

れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
「
現
地
の
危
機
」
に
言
及
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
の
説
明
を
「
ア
フ
リ
カ
中
心
的
」
解
釈
と
呼
ぶ
一
研
究
者
も
い
た
が
、
「
周

辺
」
は
、
お
そ
ら
く
、
経
済
史
研
究
者
が
、
経
済
的
要
因
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パH

「
中
心
」
の
重
要
性
を
示
す
た
め
に
従
属
理
論
か
ら

(
臼
)

借
り
て
き
た
用
語
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
一
九
七0
年
代
の
初
め
か
ら
「
偏
止
ど
と
い
う
言
葉
を
用
い

(M) 

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
流
行
も
あ
っ
て
か
、
今
で
は
、
「
周
辺
」
が
、
研
究
者
の
間
で
定
着
し
て
お
り
、
ケ
イ
ン

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ギ
ャ
ラ
ハ
l

批
判
に
お
い
て
そ
れ
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
周
辺
」
は
、

と
ホ
プ
キ
ン
ズ
も
、

マ
ー
ジ
ナ
ル
と
い

う
意
味
を
含
む
と
と
も
に
、
帝
国
主
義
の
非
経
済
的
要
因
を
重
視
す
る
『
ア
フ
リ
カ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
』
を
経
済
史

H

従

ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ギ
ャ
ラ
ハ
i

の
説
明
を
曲
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
対
賠
的
に
、
彼
ら
の
自
由
貿

つ
ま
り
強
大
な
帝
国
ゆ
え
に
広
く
受
け
入

属
理
論
の
文
脈
に
お
く
こ
と
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
イ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研

究
史
の
常
套
語
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
帝
国
の
み
な
ら
ず
帝
国
史

も
破
壊
し
た
こ
と
が
、
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
ロ
ウ
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
収
縮
」
に
研
究
者
が
ほ
と
ん
ど
言
及
し

な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
衰
退
に
触
れ
ま
い
と
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
の
例
は
、
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帝
国
史
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究

一
九
九
六
年
の
論
文
「
帝
国
史
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
」
の
な
か
で
、デ
l

ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
者
の

保
守
的
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
シ
l

リ

l

以
来
の
経
験
主
義
、
実
証
主
義
の
伝
統
を
い
ま
だ
に
固
守
し
つ
づ
け
て
い
る
。

一
方
で
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
外
者
が
、
彼
ら
の
研
究
領
域
を
侵
し
始
め
て
い
る
。
な
か
で
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
の
が
、
文

-
こ
の
よ
う
な
動
き
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
。

芸
批
評
家
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
理
論
で
武
装
し
た
彼
ら
は
、
今
に
も
「
帝
国
史
研
究
を
植
民
地
化
」
し
そ
う
な
勢
い
で
あ
る
。

(
日
)

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
帝
国
史
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
と
の
対
話
を
提
言
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
芸
批
評
家
の
活
動
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、そ
の
最
も
顕
著
な

例
が
、
サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
l

ズ
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
、

一
九
八
二
年
に
ラ
ナ
ジ
ッ
ト
・
グ
l

ハ
を
中
心
と
す
る
イ

ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
、

の
「
サ
パ
ル
タ
ン
」
を
そ
の
名
に
冠
し
た
こ
と
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
ア
ジ
ア
史
研
究
者
が
始
め
た
「
下
か
ら
の
歴
史
」
だ
っ
た
が
、
ア
ン
ト
ニ
ォ
・
グ
ラ
ム
シ

(mv 

の
ち
に
ガ
ヤ
ト
リ
・
ス
ピ
ヴ
ア
ツ
ク
に
「
発
見
」
さ
れ
、
言
語
論
的
転
回
を
と
げ

て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
も
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

研
究
者
は
、
文
化
的
な
テ
l

マ
に
没
頭
し
て
不
必
要
に
研
究
領
域
を
狭
め
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
や
シ
ン
ボ
ル
を
考
察
す
る
彼
ら
は
、
事

実
の
存
在
を
疑
い
、
現
実
の
政
治
的
・
経
済
的
な
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
今
や
、
マ
ル
ク
ス
は
忘
れ
去
ら
れ
、
あ
た

か
も
、
世
界
じ
ゅ
う
か
ら
紛
争
や
貧
困
が
消
え
去
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
こ
こ
十
数
年
西
洋
社
会
が
比
較
的

安
定
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な

い
わ
ば
「
豊
か
な
時
代
の
道
楽
」
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
研
究
の
独
創
性
を
強
調
す
る
た
め
に



用
い
ら
れ
る
難
解
な
用
語
は
、
外
部
の
研
究
者
と
の
対
話
を
拒
ん
で
い
る
。

こ
こ
ま
で
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
イ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
帝
国
史
研
究
者
の
み
な
ら

ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
多
く
の
歴
史
家
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
等
閑
視
し
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
、
学
問
研
究
の
政
治
学
が
作
用
し
て
い

(
ロ
)

る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
近
年
の
博
士
論
文
の
テ
l
マ
が
文
化
史
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

影
響
を
み
て
い
る
。
「
帝
国
史
研
究
の
植
民
地
化
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
l
は
、
学
問
分
野
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
学
界
を
席
巻
し
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
だ
ろ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
批
判
す
る

イギリス帝国史再考

帝
国
史
に
は
皮
肉
な
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
重
要
な
の
は
、

ホ
プ
キ
シ
ズ
も
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
が
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
理
論

で
も
っ
て
、
再
構
築
さ
れ
た
強
大
な
帝
国
|
|
彼
の
い
う
「
全
体
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ー
ー
を
脱
構
築
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
被
抑
圧
者
の
解
放
を
め
ざ
す
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
/
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
資
本
主
義
の
自
己
矛
盾
で
は
な
く
、

(
四
)

支
配
的
言
説
が
苧
む
矛
盾
|
l
「
断
層
」
、
「
裂
け
目
」
ー
ー
を
つ
く
こ
と
で
、
社
会
主
義
革
命
な
ら
ぬ
認
識
論
的
革
命
に
よ
る
ユ
ー
ト

ピ
ア
の
到
来
を
待
望
し
て
い
る
。
近
年
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
l
ラ

l
ス
テ
イ
ン
が
、
ベ
ー
コ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
科
学
と
は
異
な
る

「
新
科
学
」
|
i
イ
リ
ア
・
プ
リ
ゴ
ジ
ン
ら
の
理
論
l
i
を
援
用
し
て
、
資
本
主
義
的
世
界
経
済
の
終
罵
を
予
測
し
、
新
た
な
世
界
シ

(
悶
)

ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
展
望
し
て
い
る
の
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
て
興
味
深
い
。
再
構
築
さ
れ
た
帝
国
の
脱
構

築
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
の
存
在
理
由
を
脅
か
す
も
の
だ
と
い
え
る
。

ス
ピ
ヴ
ア
ツ
ク
と
な
ら
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
足
を
踏
み
入
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
芸
批
評
家
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、コニ

57 

ド
ワ
i

ド
・
サ
イ
l
ド
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
の
著
書
『
文
化
と
帝
国
主
義
」
の
な
か
で
、サ
イ
l
ド
は
、
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
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(
一
九
七
八
年
)
で
お
こ
な
っ
た
議
論
を
文
化
帝
国
主
義
の
文
脈
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
隅
々
ま
で
権
力
を
浸
透
さ

せ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
手
段
に
注
目
す
る
彼
は
、
「
帝
国
主
義
の
ミ
ク
ロ
物
理
学
」
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
西
洋
人
と
現
地
人
の
根

(
加
)

本
的
相
違
に
基
づ
く
不
変
か
つ
絶
対
的
な
「
統
一
言
説
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
全
能
の
帝
国
主
義
、
偏
在

ホ
プ
キ
ン
ズ
が
、
批
判
し
つ
つ
も
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ

す
る
帝
国
主
義
、

一
枚
岩
的
な
帝
国
主
義
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ズ
ム
を
一
種
の
帝
国
主
義
|
|
「
全
体
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
|
|
と
み
な
し
て
い
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、

サ
イ
i

ド
の
急
進
的
な
反
帝
国
主
義
が
、
そ
の
よ
う
に
強
大
な
仮
想
敵
を
生
み
だ
し
た
の
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
者
の
な
か
で
反
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
は
、

ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
で
あ
る
。
著

書
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
|
|
歴
史
、理
論
、
芸
術
|
|
」
(
一
九
九
五
年
)
に
お
い
て
、マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

論
の
最
大
の
難
点
は
、
そ
の
非
歴
史
性
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
西
洋
と
「
他
者
」
の
二
項
対
立
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
・
不
均

一
性
を
無
視
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
い
。
「
他
者
」
の
完
全
な
客
体
化
は
、
そ
れ
か
ら
主
体
性
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
両
者
の
相
互
関
係

が
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
画
一
的
で
静
態
的
な
西
洋
と
東
洋
が
描
か
れ
る
の
は
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
考
慮

(
幻
)

し
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

(
幻
)

と
ん
ど
価
値
が
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

は

サ
イ
l

ド
の
研
究
は
、
歴
史
家
に
と
っ
て
ほ

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
の
非
歴
史
性
は
否
定
し
が
た
い
。
会
不
思
議
な
の
は
、
同
じ
く
帝
国
史
に
足
を
踏
み
入
れ
て

い
た
ス
ビ
ヴ
ア
ツ
ク
や
ホ
ミ
・
パi
パ
が
、
同
様
の
批
判
を
免
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
サ
イl
ド
が
マ
ッ
ケ
ン
ジ
i

の
批
判
対

た
し
か
に
、

象
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

を
編
集
主
幹
と
す
る
『
帝
国
主
義
研
究
』
シ
リ
ー
ズ
(
一
九
八
四
年i
)
も
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
再
活
性
化
の



環
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
や
、
帝
国
史
は
、
社
会
・
文
化
と
い
う
範
曙
の
も
と
、
考
え
ら
れ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
研

究
テ
l

マ
と
し
つ
つ
あ
る
。
帝
国
主
義
は
、
植
民
地
の
み
な
ら
ず
本
国
の
隅
々
ま
で
浸
透
し
、
帝
国
が
消
滅
し
た
今
日
に
お
い
て
も
人

聞
の
意
識
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
|
|
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
、

か
つ
て
よ
り
は
|
|
強
大
な
文
化
帝
国
主
義
を
築
き
あ
げ
て
き
た
マ
ッ
ケ
ン
ジ

l

が
、
サ
イ
l

ド
の
同
じ
よ
う
な
文
化
帝
国
主
義
に
目

一
方
、
ス
ピ
ヴ
ア
ツ
ク
や
パl
パ
は
、
そ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
を
発
す
る
側
で
は
な
く
受
け
る
側
に
い
る

を
と
め
な
い
は
ず
が
な
い
。

の
で

マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

に
と
っ
て
関
心
の
対
象
外
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

イギリス帝国史再考

し
か
し
、
も
う
一
歩
議
論
を
進
め
る
と
す
れ
ば
、

ス
ピ
ヴ
ア
ツ
ク
や
パ

サ
イ
l

ド
と
同
じ
側
に
い
る
ゆ
え
に
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

は

ー
パ
と
距
離
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
彼
は
、
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
の
な
か
で
、
サ
イi
ド
批
判
の
た
め
に

(
お
)

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
芸
批
評
家
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
文
化
帝
国
主
義
も
危
う
く
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
す
ぐ

に
反
対
側
に
移
っ
て
、
最
後
ま
で
歴
史
家
の
立
場
か
ら
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
歴
史
家
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
、

マ
ッ
ケ
ン
ジ
l

は
、
帝
国
史
か
ら
サ
イ
!
ド
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
芸
批
評

家
す
べ
て
を
締
め
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
サ
イ
l

ド
だ
け
が
批
判
対
象
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
強
大
な
帝
国
主
義
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
再
確
認
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
脱
構
築
は
あ
り
え

戸
、
、
.
。

<
eb

四

帝
国
史
の
偏
心
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こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
の
聞
に
み
ら
れ
る
帝
国
史
の
再
活
性
化
の
試
み
は
、
強
大
な
帝
国
(
主
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義
)
を
再
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

お
よ
び
そ
れ
と
か
か
わ
る
帝
国
主
義
論
が

否
定
的
に
解
釈
さ
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
ほ
ぽ
同
一
視
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
帝
国
史
研
究
者
が
、

そ
の
よ
う
な
再
活
性
化
を
歓
迎
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
し
い
帝

国
史
は
、
あ
き
ら
か
に
帝
国
主
義
を
発
す
る
側
の
歴
史
、
つ
ま
り
、
本
国
お
よ
び
植
民
地
の
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
み
た
歴
史
と
い
え
る
。

そ
こ
で
は
、
帝
国
主
義
を
受
け
る
側
の
歴
史
、
植
民
地
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
み
た
歴
史
は
、
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
後
者

の
歴
史
だ
と
、
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
』
も
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
』
シ
リ
ー
ズ
も
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
は
、
帝
国
史
の
動
向
か
ら
と
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
観
が
あ
る
。
た
し
か
に
ト
ー
タ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
も
必
要
だ
が
、
同
時
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
の
真
の
再
活

性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
「
周
辺
」
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
H

「
中
心
」
の
重
要
性
を
主
張
す
る
帝
国
史
研
究
者
が
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
を
表

象
し
た
用
語
と
い
え
る
。
「
周
辺
」
理
論
と
今
日
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
最
初
に
唱
え
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
、

九
七
0
年
代
の
初
め
か
ら
用
い
て
い
た
「
偏
心
」
と
い
う
言
葉
は
、
研
究
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
す
た
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
中
心
」
か
ら
歴
史
を
み
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
「
周
辺
」
は
あ
く
ま
で
「
周
辺
」
で
あ
る
。
仮
に
今
、
こ
の
「
偏
心
」
と
い
う
言
葉
を

復
活
さ
せ
て
、
帝
国
主
義
の
重
心
を
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
移
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
、
帝
国
史
を
再
び
「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
イ
」
に
戻
す
試
み
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
帝
国
史
研
究
の
再
活
性
化
の

た
め
の
「
パ
ッ
ク
・
ト
ゥ
l

・
ザ
・
フ
ュ
l

チ
ャ
l

」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ホ
プ
キ
ン
ズ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
新
の

も
の
が
最
善
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
研
究
史
を
も
う
一
度
振
り
返
る
こ
と
で
、
今
日
の
研
究
者
に
は
み
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
み



え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
重
心
を
移
す
こ
と
で
、
帝
国
史
は
、
オ
リ
エ
シ
タ
リ
ズ
ム
論
と
は
異
な

る
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
視
点
に
立
つ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
と
対
話
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ダ
ー
ビ
ー
は
、

(
鈍
)

帝
国
史
よ
り
も
ア
フ
リ
カ
史
の
ほ
う
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
パ1
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
調
和
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
史
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
、

サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
i

ズ
を
み
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
人
や
ア
フ
リ
カ
人
の
エ

ン
パ
ワ
l

メ
ン
ト
を
め
ざ
す
の
な
ら
ば
、

ホ
プ
キ
ン
ズ
が
試
み
τ
い
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
帝
国
史
へ
」
の
動
き
を
逆

イギリス帝国史再考

転
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
わ
ゆ
る
「
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
帝
国
主
義
の
代
名
詞
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
世
界
じ

ゅ
う
に
膨
張
し
て
い
く
強
大
な
ヨ
l

ロ
ヅ
パ
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
従
来
、
多
く
の
研
究
者
が
、
「
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」

を
所
与
と
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
現
地
の
危
機
」
や
「
荒
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

ヨ
l

ロ
ッ
バ
の
強
い
圧
力
が
誘
発
し

(
お
)

た
も
の
だ
か
ら
、
結
局
は
中
心
理
論
を
補
強
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト

I

ク
ス
の
指
摘
が
説
得
力
を
も
つ
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
力
を
過
大
評
価
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

タ
パ
ン
・
レ
イ
チ
ャ
ヴ
ド
リ
は
、
一
九
世
紀
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
外
国
資
本
の
支
配
はl
l

自
国
産
業
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
資
金
の
(
m
m
)
 

国
外
流
出
と
も
い
え
る
規
模
の
イ
ギ
リ
ス
の
投
資
を
も
っ
て
し
で
も
|
|
「
飛
ぴ
地
」
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

カ
ル
カ
ッ
タ
や
ボ
ン
ベ
イ
を
一
歩
出
る
と

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
パ
ザl
ル
が
支
配
す
る
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、

レ
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イ
チ
ャ
ウ
ド
リ
の
議
論
が
、

時
代
は
一
九
七
0
年
代
と
か
な
り
下
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
低
開
発
の
原
因
を
「
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
農
民
」
に
も
と
め
る
ゴ
ラ
ン
・

い
わ
ゆ
る
「
二
元
経
済
」
モ
デ
ル
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
同
じ
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
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(
幻
)

ハ
イ
デ
ン
の
研
究
に
も
み
ら
れ
る
。
近
年
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
第
三
世
界
の
植
民
地
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
資
本
家
の
搾
取

(
お
)

で
は
な
く
、
資
本
家
が
十
分
に
搾
取
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
低
開
発
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
罪
状
否
認
、
も
し
く
は
第
三
世
界
へ
の
責
任
転
嫁
と
解
釈
す
る

ア
フ
リ
カ
の
現
地
社
会
に
担(
m
m
)
 

わ
せ
る
た
め
に
、
前
資
本
主
義
的
経
済
を
部
分
的
に
存
続
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
「
接
合
」
理
論
が
出
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
二
元
経
済
論
に
対
し
て
、
資
本
主
義
が
、
労
働
力
の
再
生
産
を
ア
ジ
ア
、

さ
ら
に
、
経
済
史
に
お
け
る
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
の
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
グ
ラ
ス
は
半
分
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
半
分
空

(
初
)

な
の
か
と
同
じ
よ
う
に
、
決
着
が
つ
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
「
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
所
与
と

す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
国
で
帝
国
支
配
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
イ
ン
ド
省
と
植
民
地
省
だ
が
、

一
九
四
七
年
に
イ
ン
ド
相
が
、
「
こ
ち
ら
側
か
ら

(
担
)

ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
何
も
な
い
」
と
総
督
に
述
べ
た
よ
う
に
、
通
常
、
実
際
の
力
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、

我
々
が
で
き
る
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
現
場
の
人
間
」
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
ハ
イ
ア
ム
は
、
本
国
で
決
定
さ
れ
る
政
策
と
植
民
地
で
お
こ
な
わ
れ

リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
の
政
治
意
思
を
リ
ベ
ラ
ル
で
、
な
い
社
会
に
お
い
て
政
治
行

(
認
)

為
に
表
す
こ
と
の
不
可
能
を
指
摘
し
、
帝
国
は
「
領
土
の
が
ら
く
た
袋
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
表
現
が
適
切
か
ど

る
統
治
と
の
間
に
あ
る
根
本
的
な
ギ
ャ
ッ
プ

つ
ま
り
、

う
か
は
と
も
か
く
、
帝
国
に
は
常
に
遠
心
的
な
力
が
作
用
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
圧
倒
的
な
数
的
劣
勢
で
あ
る
。
デi
ン
・
ケ
ネ

(
お
)

デ
ィ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ケ
ニ
ア
と
南
ロ
ー
デ
シ
ア
の
入
植
者
社
会
を
「
白
い
島
」
に
た
と
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
入
は
、
強

ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
帝
国
主
義
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、

者
H

支
配
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
弱
者
H

極
小
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
白
人
入
植
者
の
言
説
か
ら
は
、
強
さ
と
同
時
に
弱
さ
|
|
敗



(
担
)

北
、
失
敗
、
不
安
、
疑
念
、
恐
怖
ー
ー
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
お
か
れ
て
い
た
状
況
を
最
も
よ
く
示
す
の
は
、

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
た
ア
ッ
サ
ム
、
シ
ム
ラ
、
ォl
タ
カ
マ
ン
ド
で
あ
る
。
毎
年
彼
ら
が
そ
こ
に
赴
〈
の
は
、
酷
暑
の
み

な
ら
ず
下
界
の
イ
ン
ド
入
社
会
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
、
少
数
先
住
民
を
追
い
や
り
居
留
地
に
固
い
込
む
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
極
小
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
支
配
が
、
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
植
民
地
支
配
は
物
質
的
な
力
よ
り
も
イ
デ
オ
ロ

ギ
i

的
な
力
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
サ
イ
l

ド
の
「
帝
国
主
義
の
ミ
ク
ロ
物
理
学
」
は
、
支
配
の
不
可
視
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
。
た
し
か
に
支
配
の
不
可
視
性
は
重
要
な
点
だ
が
、
そ
れ
は
、

イギリス帝国史再考

サ
イ
l

ド
と
異
な
り
、
大
多
数
の
ア
ジ
ア
人
や
ア
フ
リ
カ
人
が
、
ほ

と
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
人
を
み
る
こ
と
な
く
日
々
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
白
人
が
「
遠
い
」
存
在
だ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
は
、
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
白
人
の
存
在
が

1
1

直
接
、
姿
は
み
え
な
く

て
も
|
|
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
不
満
が
生
じ
?
や
が
て
反
抗
に
発
展
し
か
ね
な
い
危
険
が
出
て
く
る
。
こ
こ
に
、
植

民
地
支
配
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
ブ
ル
ー
ス
・
パ
l

マ
ン
は
、
収
奪

(
H利
益
)
と
統
御
(
H治
安
)
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
的
な
関
係
を

(
お
)

指
摘
し
て
い
る
。
極
小
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
第
一
の
関
心
事
が
後
者
だ
っ
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
い
う

理
由
|
|
「
臆
病
な
支
配
者
」
ー
ー
か
ら
、
一
一i

ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
ワ
l

ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
罪
は
、
搾
取
に
よ
る
イ
ン
ド

(
お
)

の
貧
困
化
で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る
貧
困
を
自
の
前
に
し
て
無
力
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、

B
・

R

・
-
ト
ム
リ
ン

ソ
ン
は
、
本
国
の
利
益
と
現
地
の
治
安
と
の
板
ば
さ
み
に
な
る
植
民
地
政
府
の
視
点
か
ら
、
イ
ン
ド
の
非
植
民
地
化
の
過
程
を
考
察
し

て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
収
奪
は
、
両
者
の
均
衡
を
保
つ
た
め
に
、
権
力
の
部
分
的
委
譲
と
い
う
代
償
を
伴
い
、
第
二
次
世
界

大
戦
時
の
収
奪
は
、
両
者
の
均
衡
を
完
全
に
崩
す
こ
と
で
、
独
立
付
与
と
い
う
代
償
を
伴
っ
た
の
で
あ
鵠

63 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
図
式
的
な
説
明
が
ど
れ
ほ
ど
の
説
得
力
を
も
つ
か
は
、
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
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な
く
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
ジ
ア
入
、
ア
フ
リ
カ
人
と
の
数
的
不
均
衡
が
植
民
地
支
配
を
大
き
く
制
約
し
て
い
た
こ
と
は
い
え
る
だ

一
九
三
五
年
に
北
ロ
ー
デ
シ
ア
の
新
首
都
ル
サ
カ
に
建
設
さ
れ
た
壮
大
な
総
督
官
邸
は
、

ろ
、
フ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
ア
フ
リ
カ
人
の
人

日
比
が
一
対
一
二
O
で
あ
る
植
民
地
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
君
主
の
威
厳
を
視
覚
的
に
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
が
、
同
年
、

(
犯
)

l

ベ
ル
ト
で
ア
フ
リ
カ
人
鉱
夫
の
暴
動
が
起
こ
り
、
威
厳
と
虚
勢
は
紙
一
重
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
白
人
支
配
者
の

(
お
)

立
場
を
「
み
せ
か
け
の
帝
国
」
と
考
え
る
の
は
適
切
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
の
帝
国
主
義
の
権
化
と
い
わ
れ
る
総
督
カl
ゾ
ン

(
ω
)
 

卿
の
失
望
の
言
葉
|
|
「
イ
ン
ド
政
府
は
、
何
も
し
な
い
強
大
で
不
思
議
な
組
織
で
あ
る
」
|
|
は
、
あ
る
意
味
、
正
鵠
を
得
て
い
る

2
y

。
、

二
、
ノ

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

帝
国
主
義
を
支
え
る
本
国
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
意
識
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
の
は
難
し
い
。
帝
国
の
経
験
が
イ
ギ
リ
ス
人
を
大
き
く
変

え
た
と
い
う
考
え
に
否
定
的
で
あ
る
ピ

l

タ
l

・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
そ
れ
で
も
、
帝
国
は
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
想
像
力
を
と
ら
え

(
但
)

て
離
さ
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
妥
当
な
見
解
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
国
内
史
に
お
い
て
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
研
究
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、マ
ス
・
オ
ブ
ザ
ヴ
ェ
i

シ
ョ
ン
や
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
|
|
史
料
と
し
て
の
問
題
点
は
あ
る
が
ー
ー
な
ど
か
ら
、
「
人
民
の
戦
争
」
、
「
人
民
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
(
・
べ

ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
)
」
と
い
っ
た
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
も
戦
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
民

(
必
)

主
主
義
や
福
祉
国
家
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
お
い
て
も
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な

研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
協
力
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
も
あ
っ
て
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
。

(
必
)

ズ
ム
を
歓
迎
す
る
ア
フ
リ
カ
史
研
究
者
が
、
彼
の
協
力
理
論
を
受
け
入
れ
る
の
を
た
め
ら
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
プ
ロ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

む
し
ろ
、



(
H
H
)
 

ア
フ
リ
カ
人
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
与
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
協
力
を
肯
定

的
に
と
ら
え
、
抵
抗
と
同
じ
く
、
帝
国
主
義
に
対
す
る
正
当
な
反
応
と
み
な
す
の
は
極
端
な
考
え
だ
ろ
、
?
か
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト

「
抵
抗
」
の
ほ
う
が
、

リ
ー
が
排
外
的
、
狭
量
的
な
歴
史
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
史
研
究
者
が
、
受
容
の
側
面
に
十
分
な
関
心

を
示
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
必
)

ん
で
い
る
よ
う
に
、
協
力
は
、
抵
抗
と
同
様
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
史
研
究
が
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
が
い
み
じ
く
も
「
巧
み
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼

も
ち
ろ
ん
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
超
克
を
め
ざ
す
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
受
容
は
、
西
洋
近
代
に
絡
め
と
ら
れ
る
こ
と
し

イギリス帝国史再考

か
意
味
し
な
い
だ
ろ
う
。
「
精
神
の
非
植
民
地
化
」
を
唱
え
る
グ
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ
が
英
語
を
用
い
る
の
を
や
め
た
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
著
書
は
、
英
語
で
書
か
れ
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

(
必
)

と
い
え
る
。
反
近
代
の
象
徴
と
い
わ
れ
る
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィl
が
、
英
語
を
駆
使
し
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
ッ
グ
は
、
「
擬
態
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
同
化H
模
倣
は
、
支
配
者
へ
の
服
従
と
考
え
ら
れ
る
か(

灯
)

も
し
れ
な
い
が
、
実
は
、
対
象
を
把
握
し
そ
れ
に
成
り
変
わ
る
こ
と
で
、
白
人
の
支
配
を
覆
そ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

(
泊
四
)

ま
た
、
近
代
医
学
に
よ
る
「
肉
体
の
植
民
地
イ
」
の
よ
う
な
表
現
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
大
義
の
た
め
に
、
人
間
は
、
ワ
ク

チ
ン
よ
り
も
死
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
|
|
こ
れ
も
西
洋
近
代

と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ま
で
だ
が
ー
ー
を
考
慮
し
な
い
極
端
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
は
、
十
分
な
説
得
力
を
も
ち
え
な
い
。

協
力
H

受
容
の
問
題
は
、
ノ
ン
・
エ
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
i

ズ
に
も
あ
て
は
ま
る
。
そ
れ
が
扱
う
抵
抗

(
必
}

は
、
反
エ
リ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
反
帝
国
主
義
の
み
な
ら
ず
、
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
H

反
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
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第
三
世
界
の
歴
史
家
で
さ
え
、
歴
史
学
を
専
攻
す
る
か
ぎ
り
、
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
と
同
様
に
、
近
代
と
の
共
謀
関
係
か
ら
逃
れ
る
こ
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サ
パ
ル
タ
ン
の
声
を
復
元
す
る
H

主
体
性
を
回
復
す
る
試
み
は
、
歴
史
家
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、
そ
の
声
を
か
き

(
印
)

消
し
て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
は
、
サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
i

ズ
の
徹
底
し
た
反
エ
リ
ー
ト
/
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
物
語
っ
て

と
が
で
き
ず
、

い
る
。
し
か
し
、

サ
パ
ル
タ
ン
自
ら
が
、
ま
っ
た
く
、
帝
国
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
協
力
関
係
|
|
近
代
と
共
謀
関
係
ー
ー
に
な

か
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
生
き
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
彼
ら
は
、
進
ん
で
、

ワ
ク
チ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
、

学
校
教
育
、
輸
入
品
、
換
金
作
物
、
そ
し
て
賃
金
労
働
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

l

ズ
に
み

ら
れ
る
非
歴
史
的
な
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
こ
そ
、
サ
パ
ル
タ
ン
か
ら
声
H

主
体
性
を
奪
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
農
民
は
、
内
外
の
市
場
向
け
の
生
産
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
戦
間
期
の
ケ
ニ
ア

で
は
、
ア
フ
リ
カ
人
農
民
は
、
商
品
生
産
高
で
、
政
府
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
受
け
て
い
た
白
人
入
植
者
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

(
日
)

る
。
ト
マ
ス
・
テ
ィ
ム
バ
l

グ
は
、
イ
ン
ド
北
西
部
の
マ
l

ル
ワ
i

リ
!
と
呼
ば
れ
る
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
商
取
引
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
事
業
経
営
を
多
角
化
し
、
北
部
・
北
東
部
一
帯
に
進
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら

(
回
)

か
に
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
は
、

一
九
世
紀
後
半
に
、
イ
ン
ド
の
一
次
産
品
が
国
際
市
場
向
け
に
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ

(
臼
)

う
に
な
る
と
、
現
地
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
崩
壊
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
強
化
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
元
経
済
モ
デ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る
パ
ザ
l

ル
の
支
配
を
想
定
し
て
い
る
が
、
パ
ザl

lま

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
バ
ザ
i

ル
の
分
離
を
、
接
合
モ
デ
ル
は

lレ
カf

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
力
を
導
入
・
吸
収
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
な
る
と
、
「
買
弁
」
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
外
国
資
本
に
従
属
し
つ
つ
、
現
地
人
か
ら
中
間
搾
取
を

お
こ
な
う
在
地
商
人
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の
よ
う
な
側
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
買
弁
」
は
、
外
国
資
本
の
力
を
過
大
評
価

し
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
会
は
、
資
金
・
信
用
面
で
内
地
の
商
人
や
金
貸



し
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
彼
ら
と
の
取
引
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
ー
ー
そ
の
主
な
理
由
は
、

(
口
出
)

イ
ン
ド
人
商
会
の
台
頭
i

ー
と
、
急
速
に
経
営
難
に
陥
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
商
会
と
パ
ン
ヤ
ン

(
商
人
)
・
シ
ュ
ロ
フ

(
金
一
貸
し
)の
利
害
が
一
致
し
て
い
る
聞
は
、
市
場
独
占
と
い
う
、一
見
、
外
国
資
本
が
内
陸
の
隅
々
ま
で
触
手
を
伸
ば
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
が
生
じ
る
が
、

ひ
と
た
び
両
者
の
取
引
が
困
難
に
な
る
と
、
商
業
帝
国
は
も
ろ
く
も
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ア
ニ
ル
・
シ
l

ル
は
、
中
央
か
ら
地
方
へ
と
イ
ン
ド
全
土
に
広
が
っ
て
い
く
統
治
機
構
を
、
英
語
教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
が
下
か

(
日
)

ら
上
へ
と
の
ぼ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
帝
国
主
義
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
母
で
あ

イギりえ帝国史再考

る
と
い
え
な
く
も
な
い
解
釈
に
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
研
究
者
が
反
発
し
た
の
も
う
な
ず
け
る
が
、
別
の
見
方
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
彼
ら
エ
リ
ー
ト
が
統
治
機
構
に
入
り
込
ん
だ
の
は
、
植
民
地
官
僚
の
イ
ン
ド
人
化
は
、
非
協
力
・
不
服
従
運
動
と
同
様
に
、
外
国

一
九
一
九
年
と
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
も
、
裏
を
返
せ
ば
「
イ
ン
ド
自
治
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え

人
支
配
の
終
罵
を
早
め
、

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
。
著
書
「
ヒ
ン
ド
ゥ

i

・
ス
ワ
ラ

l
ジ
」

ガ
ン
デ
ィ
l

は
、
若
い
読
者
に
む
か
つ
て
、
「
君
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
支
配
で
あ
る
」

(
防
)

と
い
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
サ
パ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィl
ズ
の
よ
う
に
、

の
な
か
で
、

一
九
七
五
i

七
七
年
の
非
常
事
態
体
制
下
、
強
権
を
発
動

し
た
イ
ン
ド
園
長
会
議
派
の
姿
を
植
民
地
時
代
に
投
影
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
帝
国
主
義
を
吸
収
す
る
「
巧
み
な
ナ
シ

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
」
も
、
帝
国
主
義
に
対
す
る
正
当
な
反
応
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
ド
国
民
会
議
派
の
言
説
を
考
察
し
た
ギ
ヤ
ネ
ン
ド
ラ
・
パ
ン
デ
ィ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
自
ら
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
、

ヒ
ン
ド
ゥ
!
、

67 

戸
り
、
ぇ
、

ム
ス
リ
ム
、
シ

l

ク
な
ど
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
帝
国
主
義
、
特
に
分
割
統
治
の
産
物
と
と

(
閉
山
)

そ
の
正
当
性
を
否
定
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
、
ア
フ
リ
カ
の
「
ト
ラ
イ
パ
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リ
ズ
ム
」
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
植
民
地
時
代
の
負
の
遺
産
と
し
て
非
難
さ
れ
た
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
部
族
主
義
を
帝

国
主
義
の
産
物
と
と
ら
え
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
主
体
性
を
軽
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が
い
か
に
「
創
造
」
力
に
富
ん
で
い
た

(
四
四
)

か
は
、
テ
レ
ン
ス
・
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
十
分
に
一
部
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
タ
ン
ガ
ニ
l

カ
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
イ

i

リ
フ
が
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
ア
フ
リ
カ
人
が
部
族
に
属
し
て
い
る
と
信
じ
、
ア
フ
リ
カ
人
は
、
属
す
べ
き
部
族
を
つ
く
っ
た
」
と
述
べ
て
い

(
印
)

る
よ
う
に
、
部
族
を
創
造
し
た
の
は
、
支
配
者
よ
り
も
む
し
ろ
被
支
配
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
に
、

カ
i

ス
ト
を
創
造
し
た
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
よ
り
も
む
し
ろ
イ
ン
ド
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

バ
ー
ナ
ー
ド
・
コ
l

ン

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
国
勢
調
査
に
自
ら
の
イ
ン
ド
社
会
観
を
投
影
し
、カ
l

ス
ト
、
宗
教
、
種
族
別
に
イ
ン
ド
人
を
分
類
・
分
割
し

た
と
論
じ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
当
時
の
ヒ
ン
ド
ゥ
i

社
会
観
に
基
づ
い
て
、
カ
i

ス
ト
ご
と
の
集
計
、
お
よ
び

そ
の
格
付
け
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l

教
徒
|
|
彼
ら
は
、
「
ジ
ャi
テ
イ
」
と
い
う
内
婚
集
団
に
属
し
て
い
た
ー
ー
は
、

カ
l

ス
ト
・
ラ
ン
キ
ン
グ
を
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
サ
ン
ス
ク
リ
タ
イ
ゼ
l

シ
ヨ

(
ω
)
 

ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
地
住
上
昇
志
向
は
、
植
民
地
時
代
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
現
象
だ
が
、
国
勢
調
査
の
魅
力
は
、
政
府
か
ら
公
的
な
認

知
を
受
け
る
こ
と
で
、

る
中
間
層
の
ジ
ャ
l

テ
ィ
の
聞
で
、

上
位
ジ
ャ
l

テ
ィ
の
抵
抗
を
抑
え
こ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
に
陳
情
す
る
た
め
に
、
特
に
経
済
的
実
力
の
あ

カ
i

ス
ト
協
会
の
設
立
が
み
ら
れ
、
新
た
な
カ
l

ス
ト
名
が
採
用
さ
れ
、
祖
先
の
英
雄
謂
な
ど
の

史
書
が
つ
く
ら
れ
、
生
活
様
式
の
改
革
や
教
育
の
普
及
が
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
地
位
に
あ
る
ジ
ャl
テ
ィ
が
結
合
し
て
、

(
M
m
)
 

州
規
模
の
カ
i

ス
ト
協
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
先
述
の
イ
i

リ
フ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
イ
ン
ド
人
が
カ

ー
ス
ト
に
属
し
て
い
る
と
信
じ
、
イ
ン
ド
人
は
、
属
す
べ
き
カl
ス
ト
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る
。

「
ト
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
言
葉
は

一
九
八
0
年
代
以
降
、
国
民
国
家
批
判
や
多
文
化
主
義
の
影
響
も
あ
っ
て
、
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ



ル
ー
プ
」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ポ
リ
テ
イ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
で
あ
れ
、

コ二

ン
パ
ワ
i

メ
ン
ト
で
あ
れ
、
こ
れ
は
、
部
族
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
‘
過
去
の
ア
フ
リ
カ
人
の
営
為
を
み
え
に
く

く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

お

わ

に

以
上
の
よ
う
に
、
「
中
心
」
/
「
周
辺
」の
言
説
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
を
再
考
し
、
「
偏
心
」
と
い
う
キ

l

ワ
i

イギリス帝国史再考

ド
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
も
う
一
つ
の
帝
国
史
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
帝
国
主
義
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
プ
ッ
シ
ュ
要
因
よ
り
も
む
し
ろ
プ
ル
要
因
で
あ
る
。
ウ
エ
ス
タ
シ
・
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
れ
、
植
民

地
支
配
で
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
力
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
あ
の
よ
う
に
強
大
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

そ
れ
に
反

発
す
る
力
と
同
時
に
、
そ
れ
を
吸
収
し
増
幅
す
る
力
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
は
、
帝
国
主
義
を
押
し
つ
け
ら

れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
、
自
ら
そ
れ
を
引
き
入
れ
た
と
い
え
る
。

最
近
、
へ
リ
l

・
テ
ル
ハ
l

ル
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
フ
リ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
世
俗
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
再
キ
リ
ス
ト
教

(
白
山
)

化
に
乗
り
だ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
懐
疑
的
に
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
、
帝
国
主
義
を
積
極
的
に
受
容
す
る
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
は
、
想
像
し
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
、

ア

フ
リ
カ
は
、
た
し
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
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Akira 恥'lIYAZAKI

Recent years have seen a revitalised history of the British 

Empire emerging from the work of those scholars who seek their 

raison d'黎re in a post-imperial and post-colonial world. Revitalised 

imperial history leads to a revitalised empire which in turn reasserts 

the primacy of the centre as against 仕le periphery; this also means a 

shift away from indigenous history. 

Using the concept of ‘excentric' imperialism rather than the 

centre/periphery model this article argues that the power of . British 

expansion and rule may have been overestimated; that the collaboraｭ

tion, as well as the resistance, of indigenous people should be given 

due consideration; that the non-European pull seems more powerful 

than the European push. In 出is way indigenous history will become 

an integral part of imperial history. 

It is also suggested that imperial historians should not keep 

away from post-colonial analysis because of its unhistoricity. It may 

provide intriguing insights and open up new avenues of inquiry. 

キーワード:帝国主義中心周辺偏心協力


